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第 2 章 予算編成の視点




















本章で述べる外部との調整とは， 1 つには審議会等との調整， 2 つには各種団体との調整， 3 つには個
人的意見の聴取， 4 つには国際的影響力である。それら外部との調整の実態と問題点を分析する。





















第 7 章 外在的自律責任
本章では，以上の各章で見てきた予算編成過程の全体を通して政策形成の責任の追求ないし統制の体
系から再考察する。
第 2 章及び第 3章で述べた予算編成の行政府における内部的過程においては 機能的な能力を有する行


















即ち第 1 段階の各省独自の領域にかかる概算要求作成過程第2段階の政府全体予算作成過程及び第 3 段階
の国会審議過程の各段における内部手続きの特徴としての前年度比較主義 票議制 各省個別主義及び外
部にある審議会や各種団体との調整 個人的意見の聴取及び国際的影響力についての長所と欠点を明らか
にし，さらに与党との謂整や国会審議の機能について分析していること。 (2)予算編成過程における内
部的過程と外部的過程を分け それぞれの過程における内在的自律性と外在的統制との緊張関係の中で政
策形成の責任が追求され 自律的な内在的統制と他律的な外在的統制との相互性と補完性をもちつつ統制
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機能を果たすことが大切であるとし内在的・外在的諸般の責任追求システムが多元的に働いて乙そ予算政
策の正当性を確保し，民主政治を実現することができるとしていること，にあるといえよう。
本論文は，上述のような諸点において，極めて独創的な諸説を展開し，現代政治，行政過程研究を前進
させた業績であるということができる。参考論文とともに，本論文は学界に寄与するところ大であり，法
学博士の学位を授与するに十分値するものと判定する。
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